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経
緯
と
現
状

小
宮
と
日
本
現
代
史
研
究
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
雑
誌
研
究
、
及
び
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
し
て
、
二
〇
二
二
年
二
月
時
点
の
現
状
を
ま
と
め
た
い
。

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
刊
行
の
『
史
友
』
52
号
に
「
特
集　

雑
誌
研
究
」
を
企
画
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
冒
頭
の
「
本
特
集
に
つ
い
て
」
か
ら

引
用
し
た
い
。

　

企
画
を
立
て
た
小
宮
は
、
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
で
日
本
現
代
史
を

担
当
し
て
い
る
。（
中
略
）
現
代
史
研
究
者
に
は
常
識
な
が
ら
、
時
代
が
下
れ

ば
下
る
ほ
ど
、
一
次
史
料
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
状
況
に
直

面
す
る
。
学
生
た
ち
も
、
必
修
で
あ
る
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
際
に
史
料
的
限

界
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多
い
。
同
時
に
、
卒
論
の
題
目
を
見
る
だ
け
で
も

（『
史
友
』
毎
号
に
掲
載
）、
学
生
た
ち
が
文
化
史
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
二
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
、
国
会
図

書
館
や
大
宅
文
庫
に
近
い
地
の
利
を
活
か
し
、
雑
誌
を
用
い
た
研
究
を
行
う
こ

と
を
推
奨
し
て
い
る（

（
（

。

こ
の
企
画
を
進
め
る
に
際
し
て
、
二
〇
一
九
年
度
に
、
青
山
学
院
大
学
文
学
部
附

置
人
文
科
学
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
雑
誌
を
用
い
た
日
本
現
代
史

研
究
」
が
採
択
さ
れ
た
。
代
表
は
小
宮
、
共
同
研
究
者
は
佐
藤
信
（
東
京
大
学
大
学

院
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
・
助
教
〔
当
時
〕）
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
一
九
年
当
時
か
ら
の
変
化
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
伴

い
、
国
会
図
書
館
等
の
利
用
に
大
き
な
制
限
が
か
か
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で

も
、
遅
々
た
る
歩
み
で
は
あ
る
が
、
雑
誌
研
究
を
進
め
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

『
史
友
』
52
号
に
は
、
論
文
と
し
て
、
小
宮
京
「「
n
i
c
o
l
a
」
小
史　

チ
ャ

イ
ド
ル
か
ら
ニ
コ
㋲
へ
」、
佐
藤
信
「
世
紀
末
の
結
婚
雑
誌
：『
結
婚
潮
流
』
か
ら

『
ゼ
ク
シ
ィ
』
ま
で
」、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
松
田
健
「『
大
航
海
』
の
終
焉
」、

奥
山
晶
二
郎
「
w
i
t
h
n
e
w
s
五
周
年
を
振
り
返
っ
て
」、
書
評
と
し
て
、
森

岡
恭
子
「
書
評 
長
谷
川
晶
一
『
ギ
ャ
ル
と
「
僕
ら
」
の
二
〇
年
史 

女
子
高
校
生
雑

誌
C
a
w
a
i
i
!
の
誕
生
と
終
焉
』」
を
掲
載
し
た
。

雑
誌
研
究
の
現
状 

二
〇
二
二

小
　
　
宮
　
　
　
　
　
京
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そ
れ
に
続
い
て
、
二
〇
二
一
年
三
月
刊
行
の
『
史
友
』
53
号
に
は
「
特
集　

雑
誌

『
O
l
i
v
e
』
研
究
」
を
掲
載
し
た
。
複
数
の
学
生
が
『
O
l
i
v
e
』
に
強
い
関

心
を
持
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
同
誌
を
集
中
的
に
取
り
上
げ
た
。
同
号
に
は
、
論
文
と

し
て
、
脇
川
茉
也
「
一
九
八
〇
年
代
の
読
者
モ
デ
ル
の
定
着
：『
O
l
i
v
e
』
と

『
n
o
n
-n
o
』
を
中
心
に
」、
研
究
動
向
論
文
と
し
て
、
藤
根
秀
佳
「『
O
l
i
v
e
』

を
め
ぐ
る
研
究
動
向
」、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
花
田
（
栗
尾
）
美
恵
子
述
、
聞

き
手
：
小
宮
京
・
藤
根
秀
佳
「
花
田
（
栗
尾
）
美
恵
子　
『
O
l
i
v
e
』
の
頃
を

語
る
」、
書
評
と
し
て
、
上
村
七
海
・
音
成
す
み
れ
・
万
波
ア
イ
シ
ャ「
書
評　

酒
井

順
子
『
オ
リ
ー
ブ
の
罠
』（
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
）」
を
掲
載
し
た
。
企
画
に
は
、

学
部
生
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
う
し
て
、
前
述
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
雑
誌
を
用
い
た
日
本
現
代
史
研

究
」
の
成
果
と
し
て
、『
史
友
』
52
号
掲
載
の
、
小
宮
、
佐
藤
の
論
文
、
及
び
、『
史

友
』
53
号
掲
載
の
花
田
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
、
小
宮
京
「「
雑
誌

を
用
い
た
日
本
現
代
史
研
究
」
に
つ
い
て
」『
文
学
部
附
置
人
文
科
学
研
究
所
報
告
』

第
2
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
附
置
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
所

収
、
一
〇
九
―
一
一
八
頁
で
は（

（
（

、
小
宮
論
文
「『
n
i
c
o
l
a
』
小
史
」（『
史
友
』

52
号
）
で
扱
っ
た
ニ
コ
ラ
の
欠
号
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
な
る
考
察
を
加
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
つ
つ
、『
史
友
』
や
『
文
学
部
附

置
人
文
科
学
研
究
所
報
告
』
で
、
雑
誌
研
究
や
そ
の
成
果
を
継
続
的
に
発
表
し
て
き

た
。

本
特
集
に
つ
い
て

今
回
は
『
青
山
史
学
』
の
誌
面
を
借
り
て
、
論
文
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
す

る
。第

一
に
、
小
島
彩
香
「『
ゼ
ク
シ
ィ
』
の
出
発
」
で
あ
る
。
本
学
史
学
科
を
二
〇

二
〇
年
度
に
卒
業
し
た
小
島
は
、
卒
業
論
文
で
最
優
秀
賞
を
得
た
。
そ
の
卒
論
を
改

定
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。『
ゼ
ク
シ
ィ
』
と
い
う
雑
誌
は
、
結
婚
を
控
え
た
人
た

ち
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
創
刊

の
経
緯
や
誌
面
の
変
遷
な
ど
、
基
本
的
な
事
実
で
す
ら
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
小
島
論
文
は
『
ゼ
ク
シ
ィ
』
本
誌
を
一
次
史
料
と
し
て
活
用
す
る
と

同
時
に
、
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
用
い
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
状
況
を
打
破

す
る
試
み
で
あ
る
。
雑
誌
の
創
刊
、
そ
こ
か
ら
の
変
化
は
非
常
に
興
味
深
い
テ
ー
マ

で
あ
り
、
幅
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

第
二
に
、
雑
誌
研
究
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
編
集
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
今

回
は
、『
外
交
』
の
中
村
起
一
郎
編
集
長
に
お
願
い
し
た
。

周
知
の
通
り
、『
外
交
』
は
日
本
で
唯
一
の
外
交
専
門
誌
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特

定
の
分
野
に
特
化
し
た
雑
誌
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
防
衛
省
が
刊
行
す
る
『
Ｍ
Ａ
Ｍ

Ｏ
Ｒ
』
は
、
お
見
合
い
企
画
が
話
題
と
な
り
、
編
集
長
が
様
々
な
媒
体
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
こ
れ
は
例
外
で
あ
ろ
う
。
通
常
は
、
編
集
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る

機
会
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
と
り
わ
け
『
外
交
』
に
関
し
て
は
、
企
画
の
立
て
方
を

含
め
、
ど
の
よ
う
な
形
で
雑
誌
を
編
集
し
て
い
る
の
か
、
外
部
か
ら
は
全
く
う
か
が

い
知
れ
な
か
っ
た
。
不
躾
な
が
ら
中
村
編
集
長
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
お
話
頂
く

こ
と
を
ご
快
諾
頂
い
た
。
学
部
生
に
と
っ
て
も
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
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こ
と
は
間
違
い
な
い
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
下
で
、
様
々
な
雑
誌
の
休
刊
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
と

も
と
雑
誌
の
売
れ
行
き
が
あ
ま
り
良
く
な
い
と
こ
ろ
に
、
止
め
を
刺
さ
れ
た
感
が
あ

る
。
後
世
か
ら
見
て
、
こ
う
し
た
当
該
期
の
状
況
を
証
言
と
し
て
残
す
こ
と
の
重
要

性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
雑
誌
編
集
者
の
証
言
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
た

い
。註（

1
）	

小
宮
京
「
本
特
集
に
つ
い
て
」『
史
友
』
52
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
一
五
―
一
一
六
頁
。

（
2
）	https://w

w
w
.agulin.aoyam

a.ac.jp/repo/repository/1000/21771/

〔
謝
辞
〕

　

本
特
集
、
お
よ
び
こ
れ
ま
で
の
特
集
は
、
日
本
現
代
史
研
究
会
の
協
力
を
得
て
い
る
。
本
特
集

に
つ
い
て
は
、
市
川
周
佑
氏
（
博
士
後
期
課
程
一
年
）
と
、
寄
稿
し
て
く
れ
た
小
島
彩
香
氏
（
博

士
前
期
課
程
一
年
）
に
感
謝
し
た
い
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
頂
い
た
、
中
村
起
一
郎
氏
（
都
市
出
版
）、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
整
理

を
手
伝
っ
て
く
れ
た
小
島
氏
に
、
感
謝
し
た
い
。


